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1.はじめに 

鹿児島の桜島火山では 2006 年に噴火活動が再開した南岳東斜面の昭和火口において、2009 年 10 月

以降、噴火活動が活発化しており、本年すでに 500 回を越える爆発的噴火が発生している。2006 年 1

月に打ち上げられた陸域観測衛星 ALOS（だいち）に搭載されている合成開口レーダーPALSAR は、現在

まで順調に稼動を続けており、観測地域によっては最長約 3 年の干渉ペアが可能となったため、SAR

干渉法を用いて長期ペアによる桜島周辺の地殻変動の検出を試みたので報告する。 

2.使用データ 
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2007/01/07-2009/10/15(1012 日) 
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3.結果 

干渉ペアの時系列を第１図に、干渉画像を第２図にそれぞれ示す。その結果，Master データとして

2010 年に撮像されたデータを使用した北行軌道の干渉画像において，鹿児島湾沿岸を中心に衛星に近

づく方向の位相差が認められる。しかしながら，時間的コヒーレンス劣化や水蒸気によるノイズの影

響もあり、変動量は検知レベル程度である。またペア間隔は 2 年半弱と他の干渉ペアよりも短いが、

衛星垂直軌道間距離が短く，良好な干渉結果が得られた⑫については、鹿児島湾岸沿いに衛星に近づ

く方向の位相差が明瞭に検知されており、姶良カルデラの圧力源に伴う地殻変動を捉えた可能性があ

る。また桜島山頂付近ではわずかながら衛星から遠ざかる方向の位相差が得られている。
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第１図．ALOS/PALSAR 撮像日と干渉画像ペアの時系列 

赤線は南行き軌道、青線は北行き軌道のペアを示し、丸囲み数字はそれぞれ第２図の干渉画像に

対応する（緑線は 1000 日以下のペアを示す）。 

Fig.1 Time series of the InSAR pair and Acquisition date of ALOS/PALSAR. 

Blue lines show the ascending orbit pair.  Red lines show the descending orbit pair.  The green line 

shows less than 1000 days.  Numbers indicate interferometric pairs in Fig.2.   
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第２図．桜島周辺の SAR 干渉画像 

（●は気象庁、●は国土地理院、●は東京大学地震研究所の GPS 連続観測点を示す） 

水蒸気によるノイズや時間的コヒーレンス劣化の影響のため，検知レベル程度の変動である

が，姶良カルデラの膨張を捉えた可能性がある（例えば⑫など）． 

Fig.2 Interferogram images of Sakurajima volcano in a long-term pair.   

We detected the phase difference around the Gulf of Kagoshima (e.g. �).  This may show the inflation of the 

Aira caldera, but the deformation is indistinct for influence by a water vapor noise and temporal coherence 

deterioration.  Orange, red and blue circles indicate continuous GPS stations each of JMA, GSI and ERI.   
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